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テーマ設定の理由

・まだ浸透のうすいeスポーツの大会を龍ケ崎で行うことで新たな魅力となるとおもったか
ら。

・海外では大規模な大会などが開催されているにもかかわらず、日本では大会そのものが少
ないから。

・龍ケ崎は若者が少ないので、eスポーツ大会を開くことで、若者を呼び込み、将来性のあ
る街にしたい。

15歳未満 15～64歳 65歳以上
守谷市 15.1％ 61.4％ 23.5％
龍ケ崎市 10.7％ 59.2％ 30.2％
日本全体 11.8％ 59.4％ 28.8％（令和3年）



問題の現状・背景

①他の国と比べてeスポーツを行う上での環境に差がある
・日本はeスポーツを専門にした企業や機関が少ない
・eスポーツ用の機器が手に入りにくい
②eスポーツに対する理解度が十分でない。
・そもそもeスポーツとは何か分からないという様な意見も見られる
・特に中高年層の方々にその傾向があると考えられる
③大会などに関する法律上の問題がある。
・賞金をかけて戦う場合、法律に触れる可能性があり、大会を開きにく
い
・そのため収入を得にくく、プロゲーマーという職業を選択しづらい



実践内容

①本校の生徒・職員にeスポーツに関する
アンケートを実施

②『いばらきeスポーツ産業創造プロジェクト

推進協議会』へのインタビュー

③本校生徒によるeスポーツの大会出場



実践結果（①アンケート）

eスポーツへの興味 有:63.9％ 無:36.1％

eスポーツ大会が行われたら参加してみたいか

大会を開く事には多くのニーズがある！

２人に１人！

はい:46％ いいえ:54％



（②いばらきスポーツ産業創造プロジェクト推進協議会
へのインタビュー）

➊スポーツ≠ゲーム

➋プロジェクトを始めたきっかけ

➌eスポーツ（大会）を運営するにあたって大変なこと

➍eスポーツの流行は社会にどんなメリットがあるのか

実践結果



実践結果（③本校生徒によるeスポーツの大会出場）



実践結果（③eスポーツ大会に参加してみて）

・eスポーツ大会というのは初めての経験で、とても新鮮だった。

・学校の部活としてeスポーツに取り組んでいるチームもあり、
勝ち進むことはできなかったが、一般的なスポーツの大会と
おなじくらい盛り上がっていて、eスポーツに大きな将来性を感じた。

・もし龍ケ崎でも開催することができたら、若者をはじめとして大きな
盛り上がりを見せるのではないかと感じた。
eスポーツをきっかけに龍ケ崎の魅力を発信できると思う。

感想



まとめ

・参加賞として『龍ケ崎コロッケ』や『関東鉄道竜ヶ崎線』の利用

券の提供。

・上位入賞者に商店街で利用できる割引券等の提供。

➡eスポーツ大会への参加者増加に繋がり、

さらには龍ケ崎の経済発展へ貢献できる。

・eスポーツの団体戦参加によって、地域の人との交流を深める。

➡年齢関係なく会話したり遊んだり出来るようになるため、

『龍ケ崎を元気にすること』が出来る。
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